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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年4月18日(2013.4.18)

【公開番号】特開2012-144742(P2012-144742A)
【公開日】平成24年8月2日(2012.8.2)
【年通号数】公開・登録公報2012-030
【出願番号】特願2012-99105(P2012-99105)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｊ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｊ 201/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ   7/02    　　　Ｚ
   Ｂ３２Ｂ  27/00    　　　Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月1日(2013.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス転移温度（Ｔｇ）が０℃以上の高Ｔｇポリマー（Ａ）と、この高Ｔｇポリマーよ
りも低いＴｇを有し、感圧接着性を示す低Ｔｇポリマー（Ｂ）および溶剤を含む溶剤型再
剥離用粘着剤組成物であって、
　上記粘着剤組成物中の高Ｔｇポリマー（Ａ）と低Ｔｇポリマー（Ｂ）の合計量を不揮発
分で３０質量％に調整した後、密封して２５℃で２４時間放置した場合に、高Ｔｇポリマ
ー（Ａ）と低Ｔｇポリマー（Ｂ）とが相分離し、
　上記粘着剤組成物から得られる粘着剤層において、高Ｔｇポリマー（Ａ）と低Ｔｇポリ
マー（Ｂ）とが相溶することなく海島構造を形成していることを特徴とする溶剤型再剥離
用粘着剤組成物。
【請求項２】
　上記粘着剤組成物を架橋させずに得られた塗膜について動的粘弾性を測定した場合、上
記高Ｔｇポリマー（Ａ）に由来するｔａｎδのピークと、上記低Ｔｇポリマー（Ｂ）に由
来するｔａｎδのピークとが別々に観察されるものである請求項１に記載の溶剤型再剥離
用粘着剤組成物。
【請求項３】
　上記高Ｔｇポリマー（Ａ）と上記低Ｔｇポリマー（Ｂ）との合計量を１００質量％とし
たときに、高Ｔｇポリマー（Ａ）が４～２０質量％、低Ｔｇポリマー（Ｂ）が８０～９６
質量％である請求項１または２に記載の溶剤型再剥離用粘着剤組成物。
【請求項４】
　上記低Ｔｇポリマー（Ｂ）が連続相であって、上記高Ｔｇポリマー（Ａ）が島状に分散
して存在しているものである請求項３に記載の溶剤型再剥離用粘着剤組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の溶剤型再剥離用粘着剤組成物から得られた粘着剤層が
支持基材の少なくとも片面に形成されていることを特徴とする再剥離用粘着製品。
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【請求項６】
　ヘイズが３％以下である請求項５に記載の再剥離用粘着製品。
【請求項７】
　厚み２０μｍの粘着剤層が厚み３８μｍのポリエチレンテレフタレートフィルム基材上
に形成された粘着製品を用いてアクリル板に対する１８０゜粘着力を測定した場合に、０
．３ｍ／分の低速剥離では０．０５～０．３Ｎ／２５ｍｍ、３０ｍ／分の高速剥離では０
．５～３Ｎ／２５ｍｍであり、かつ高速剥離における粘着力を低速剥離における粘着力で
除した値が１５．０以下である請求項５または６に記載の再剥離用粘着製品。
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